





































































共有可能なものとしてある｡しかし買島にあった は'そのような景観ではなく'主観の中に取り込こまれて一体化されたものである｡南山を見 ことが､そのまま自己を見ることと重なるような関係､つまり､対象と主観が主客未分の一体感に結ばれるような､直覚的な体験の中に南山は置かれていたと言っても良い｡対象がそ ように内化された時'それは自己を支え 力と
ところで賈島の原束居の生活の中で'南山以上 重要な意味を持つのは､泉であろう｡ここに言う｢泉｣は'日

































居易を中心に､泉がどのように詩に詠み込まれ かを見てみ ことにしたい｡白居易は'江州の盧山草堂でも､また余生を養った洛陽の履道里宅においても造園に強い関心を示 ､その繋がり 中で多くの泉を詠み込む詩を作っている｡その白居易の中に'当時の文人の泉に対する関心を典型的に窺いうるものと思われる｡自居易 　｢泉｣　の字を詩題もしくは詩 に詠み込んだ詩は全部で一六五首　(他に自居易が参加した聯句二首｢西池清泉聯句｣ 秋霧
( 3 )















































































































































































































































はなく､城南荘の外部を流れるものと見られる｡賈島は､その南溪の急流を｢石泉秋急｣と描いたのである｡最後に③の詩では､｢南山の泉(南山から流れ出た渓流)｣は､詩人　(楊秘書)　の新居の門外を流れる であるから､これも新居 外部にあることは確実であ ｡つまり庭園が言及される詩においても､そこに読み込まれた｢泉｣は､いず 庭園 中に人工的に引き込まれた疎水でもなければ､その水を蓄えた池で ない｡あくまでも庭園の外部に､自然の一部としてある｢泉｣　(湧 ･渓流)　である｡賈島の　｢泉｣が､白居易によって典型が示された文人趣味の具体化である を拒絶していることは､注目に値しよう｡
賈島の詩に｢泉｣　の字が用いられるのは､五三例｡そのうち､二一例がほぼ確実に｢井戸の水｣を指す用例と判
くちすす






































































































































(大意)真が集まると'そこに道が実現する｡しかし普通と違うだけで'人からは嫉妬されるのだ｡山の湧き水が､街の池に流れ込むと'おのずと濁った波となってしまう｡今'｢古言｣を口にすると､衆人の中ではかえって｢妄言｣と見なされるのが落ちだ｡琴が正しい調べを奏でた ころで'分か 人が果たしているものか｡その調べを聞いて､一生忘れ得ぬ感激を得たとしても､世間の人は冷たくせせら笑うだけだ｡自分には世間の味に同調できない以上､思いはあの気高い山岳へとあくがれてゆく｡俗受けする美は､自分の仕事ではない､それは歳月を無駄に費やすだけだ｡すがすがしい は､堯から天下を譲る話
きた
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買島における「泉」の意味




























































































の予感もなく'この時ふと目を醒ましたのである｡それはいわば禁断の世界に'迷い込んだに等しい｡そこで賈島を待ちかまえていたもの'それはきらきらと光る白露をいっぱ に葉先に含んでたたずむ林の木々であり'深い群青色の天空を背にふるようにまたたく星々と北斗の姿である｡人間の営みをよそに､自らを荘厳に現在させているその　｢根源｣　の活動に､賈島は五体をもって触れる 　-　井戸が現れる は、　その文脈である｡井戸は､百尺の深さとして提示される｡泉水が 深く'大地の奥処を満たして ることを直覚的に表現しょうとするもの
つるべなわ
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(8)　｢古井｣は､常楽坊にある景公寺の八角泉を言うか｡原?居のある昇道坊は､常楽坊の三つ南の坊里であ ｡(9)　昇道坊の東北の角に位置する延興門を､ 島 好んで前漠 長安城 東門の一つである青門に擬えた｡また青門
接するみずからの昇道坊を青門里と称した｡
(1 0)　?島が妻帯したことは蘇
?｢唐?司倉参軍?公?銘｣　に｢夫人劉氏｣とあることから知られるが､結婚の時期も含
めて事情は一切不明｡
